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     ９月 会長メモ  

   会長 青海 正 

                    

                      石破総理は、九州などでの記録的な大雨に

よる被害を受けて、全国を対象に国が復旧費用

を支援するため激甚災害に指定する方針を示

しました。農地などの災害復旧事業について、

全国一律に国庫補助の特別措置を行うべく、全

国を対象とした激甚災害、いわゆる本激として

指定に向けた作業を進めています。 

被災地の学校、生徒、教職員、関係の皆様

が、1日も早く元の暮らしを取り戻せるよう

懇願いたします。 

 

「伝える夏」 戦後80年、生徒にどのように伝えていますか？ 

この夏、沖縄、熊本を訪ね（後述）、対馬丸事件を思い出しました。太平洋戦争での 1944（昭和

19）年７月のサイパン陥落を受け、政府は米軍の侵攻が見込まれる沖縄県などからの学童の集団疎

開を決めました。翌８月 22 日夜、前日に那覇から疎開する学童らを乗せて長崎に向かっていた学

童疎開船「対馬丸」が、鹿児島県トカラ列島沖で米軍の潜水艦の魚雷攻撃を受けて沈没し、800 人

近い子供を含む多くの犠牲者（約1,500人）が出ました。 

人間は、時の流れに過ぎし日のことを忘れ、興味も薄れてしまう。今を生きる私たちは、過去の

反省や教訓を胸に刻み、悲劇を語り継ぎ、生きたくても生きられなかった多くの方々の分も、命や

時間を大切にし、２度と同じ過ちを繰り返してはいけない。そんな使命があるのだと思います。戦

後80年、決して忘れてはいけない、この国の歴史に思いを馳せてほしいと思います。 

 

各地区における中学校長会研究大会について 

先月８日以降、鹿児島、福岡、熊本など、前線の影響で、線状降水帯が相次いで発生し、九州で

は各地で記録的な大雨となって被害が相次ぎました。被害に遭われました方々にお見舞い申し上げ

ますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

そのような中、８月 20 日から 22 日までの３日間、古くから「水の都」「森の都」と称されるほ

ど自然に恵まれ、豊富な水資源を誇る地下水都市熊本県熊本市において、第 76 回全九州中学校長

研究大会熊本大会が開催されました。九州各県から670人あまりの会員の皆様にお集まりいただき、

分科会では、各学校の実践に基づき、研究主題に沿って研究協議が行われました。「熊本は一つ」

「九州は一つ」の合言葉の下、主催していただきました大会実行委員長であり熊本県中学校長会会

長の 星田 正治 様 をはじめ、熊本県中学校長会、全九州中学校長協議会をはじめ関係の皆様に、
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改めて感謝申し上げます。 

今月は、９月26日、27日の２日間、第66回北海道中学校長会研究大会胆振（いぶり）・室蘭大

会が北海道室蘭市で開催予定となっています。 

 

全国中学校体育大会について 

 ８月中旬から全国 47 都道府県の予選を勝ち抜いてきた選手、チームによる全国中学校体育大会

が九州ブロック８県で開催されました。大会開催に向け準備を進めていた矢先、大雨が大会開催地

に甚大な影響をもたらしましたが、関係者の御努力で、被災地を含む九州ブロックでの開催が実現

しました。全日中会長は、日本中学校体育連盟の会長を兼任しています。本来であれば、全ての競

技場を訪れるべきなのですが、日程的に難しいこともあり、私は、沖縄県沖縄市で開催された陸上

競技大会において、開会式に続き、初日からの応援、競技委員会、表彰などに携わらせていただき

ました。トラック＆フィールド内で熱戦を繰り広げる標準記録を突破した選手の皆さんの活躍だけ

ではなく、生徒役員としてスムーズな大会運営を裏方として支えていた地元熊本市内の中学生の皆

さんの活躍にも感心させられました。 

また、18日午前に、宮古島付近で熱帯低気圧が発生、宮古島の南南東約240キロにあって、ゆっ

くりした速さで沖縄から九州の西へ、夜半に熊本市には大雨警報が発令されました。テントやのぼ

り旗、横断幕などの対応、19日、20日の競技日程、各種時間の中止・変更が検討されました。一時

は中止も危ぶまれる中でしたが、選手ファーストを掲げ、労を厭わず早朝からの的確な実行委員会

の判断と決断には敬意を表します。沖縄県中体連の金城 淳 会長が発した「まくとぅそーけーな

んくるないさー」という一言、「正しい行いをしていれば、きっとうまくいく」（沖縄の

方言）という意味をもつ、努力を肯定する深い意味合いが込められた言葉が印象的でし

た。この言葉は、琉球王国が中国にも日本にも属さなければならない「両属」の時代から、様々

な変遷を経て本土の支配を受ける中で、前向きに生き抜くための知恵や教えとして生まれたと考

えられています。 

各大会の企画・準備・運営に御尽力いただいた校長先生、各競技部の先生をはじめ、各方面から

今大会に向けて、生徒の指導をしていただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

 

各教育関連団体の活動について 

８月に各教育関連団体等の活動について、以下のとおり参加しておりますので参考までに紹介さ

せていただきます。 

名    称 開催日 出席者 

第75回全国公立小・中学校女性校長会全国研究

協議大会東京大会（ウェスティンホテル東京） 

７月31日（木）、８月１日（金） 会長 

全日中全国大会東京大会運営委員会（第４回） ８月１日（金） 会長、総務部

長、局長、次長 

全日中役員・幹事・ＯＢ役員交流会 ８月１日（金） 会長、事務局 

中央教育審議会 教員養成部会（第153回） ８月７日（木） 会長 

令和7年度全国中学校体育大会（第52回陸上競技

選手権大会） 

８月17日(日)～19日(火) 会長 

教師を取り巻く環境整備特別部会  ８月19日（火） 会計部長 

第76回全九州中学校長会研究大会 熊本大会 ８月20日（水）～22日（金） 会長、局長 

第73回日本PTA全国研究大会石川大会 ８月21日（木）、22日（金） 事務局長 

全日中香川大会表敬訪問（知事等への挨拶） ８月25日（月） 会長、局長 


